
令和 7 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所:株式会社優里

実施日程:令和6年4月～令和7年3月

実施した生産活動・施設外就労の概要

近隣の会社にて記帳代行の業務を受託

利用者数　20　

＜目的＞

＜成果＞

連携した結果に対する意見または評価

繁忙期を迎える年末、2月3月に非常に忙しくなります。弊社だけでも100社以上のクライアント様を抱えており、

一から入力やチェックを行うのは大変な業務量になります。2年前から、ゆうりさんに業務を依頼することができて、効率よく他の業務に

時間を割くことができました。依頼が3年目であったため、今年も連携がスムーズに取れ、滞りなく年末調整、確定申告業務が行えました。

今後の連携強化に向けた課題

チャットワークにて記帳代行業務の進捗、勘定科目の確認等、お互いに把握し、締め切りなどの共有ができています。

今後は記帳代行業務を増やし、更に業務量を増やしていただきたい。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 就労継続支援A型サポートゆうり

住　所 名古屋市中区丸の内3-15-15ダイアパレス丸の内２０１

2316101381

福田あや

令和6年度電話番号 052-212-8412

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社オフィスEMP 担当者名 松本

地域連携活動のねらい:

実施した結果:
専門知識や経験がなくても、本人のやる気や挑戦したい気持ちがあれば、記帳代行
の仕事に携わることができ、チームで取り組むことで達成感や自信に繋がった。
得られた成果:
締め切りがある業務を行ったことによって、一般就労に近い業務を実施できたこ
と。また、職員・利用者間で情報共有を図りながら、連携して業務が実施できたこ
と。
課題点:
未経験のことに対して、「 前歴や他の項目を参照し、真似をして記述する」「マ
ニュアルの読み返し」知らない方が多かった。思考フローの再整理が必要。

施設外就労を通して、双方が連携して課題に取り組むこと。職員、クライアント様
に利益が生まれること。
地域にとってのメリット:
事業所とクライアント様の会社が近いこともあり、連携が摂りやすく、安心して業
務の委託ができる。
対象者にとってのメリット:
他企業に行き就労することで緊張感をもって業務に向き合うことができる。

様式１


